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国際自動車通信技術展運営事務局
〒104-0045　東京都中央区築地3-3-2

（株）ジェイシーレゾナンス内

第2回国際自動車通信技術展　開幕
セミコン・ジャパンと同時開催

国際自動車通信技術展実行委員会（実行委員長：佃義夫　日刊自動車新聞社　代表取締役社長）は、本日12月1日（水）
から3日（金）までの三日間、幕張メッセにおいて第2回国際自動車通信技術展を開催いたします。
「ICTで切り開く次世代の交通関連ビジネス」という副題が示しているように、今回は自動車関連から交通関連へと視座を広
げ、国際自動車通信技術展企画委員会(企画委員長：神尾寿　通信・ITSジャーナリスト)によってカンファレンスの数を
倍増し、すでに満席に達しているプログラムもございます。
また、自動車メーカー、通信キャリアをはじめとする展示をはじめ、「EV/プラグインハイブリッドで変わるインフラと周辺ビジネ
ス」、「商用車ソリューション」などの主催者側で企画したテーマ展示など、多岐にわたる情報を提供いたします。
本展の開催を通じて「自動車」と「通信」の融合を図り、次世代の交通関連ビジネスの新しい潮流を生み出すことによって、
関連の業界の発展に寄与したいと考えております。
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名　称 ： 第2回｠国際自動車通信技術展2nd｠Automotive｠Telecommunication｠Technology｠Tokyo
副　題 : ICTで切り開く次世代の交通関連ビジネス
会　期 : 2010年12月1日(水)～12月3日(金)　（10：00～17：00）
会　場 : 幕張メッセ　１ホール
主　催 : 国際自動車通信技術展実行委員会　委員長　佃　義夫　(日刊自動車新聞社　代表取締役社長)
  ・日刊自動車新聞社
  ・アイティメディア(株)｠「ITmedia +D Mobile」「ITmediaプロフェッショナル モバイル」
  ・(株)イード「レスポンス」
  ・(株)オートマート・ネットワーク
  ・(株)ジェイシーレゾナンス
企　画 : 国際自動車通信技術展企画委員会
  •委員長　神尾 寿 (通信・ITSジャーナリスト)
  •委員　園部 修 (ITmedia +D Mobile 編集長)
  •委員　三浦 和也 (レスポンス 編集長)
  •委員　畑野　旬 (日刊自動車新聞 電子版編集長)
  •委員　貴堂 郁 (オートマートネットワーク 編集長)
後　援 : 総務省 / 独立行政法人情報通信研究機構
協　賛 : （社）日本自動車工業会 / （社）日本自動車部品工業会 / （社）新交通管理システム協会 /（財）日本自動車研究所 / 特定非営利活動法人ITS Japan /
  （社）モバイルコンテンツフォーラム / モバイルコンピューティング推進コンソーシアム / YRP研究開発推進協会 / インターネットＩＴＳ協議会
入場料 : 無料　※来場者の展示会入場は全て登録制
事務局 : 国際自動車通信技術展運営事務局
  東京都中央区築地3-3-2　(株)ジェイシーレゾナンス内
  Phone:03-5565-1642 Fax:03-5565-6909

開 催 概 要
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オープニングキーノート ATTT × SEMICONオープニングキーノート ATTT × SEMICON 講演、タイトル、講師は都合により変更になる場合があります。

トヨタ自動車株式会社　常務役員

友山　茂樹 氏

オープニングキーノート1

世界的な環境意識の高まりと、情報通信技術の飛躍的な進化により、次世代環境車には、従来の「乗り物としての価値」に加え
て、「情報機器としての価値」、また、スマートグリッドの観点も踏まえた「蓄電池としての価値」が期待されている。この社会的要
請に応えるべく、次世代環境車、テレマティクス、スマートハウスを有機的につなぎ、生活圏全体の低炭素化を実現するトヨタス
マートセンターの取り組みを紹介し、自動車の未来について考える。

A-1

10:15～11:0012月1日（水）

トヨタスマートセンターの取り組み
－低炭素社会の実現と自動車の未来－

国際会議場コンベンションホール

聴講無料

株式会社NTTドコモ
取締役常務執行役員　研究開発センター所長
小森　光修 氏

オープニングキーノート2

自動車電話から始まったケータイ電話の発展を振り返り、最新のモバイル通信の現状や今後の動向について講演。携帯サービ
スの進化やスマートフォンの普及拡大で急増するデータトラヒック需要に対処するため、LTEに代表されるネットワークの高度化
戦略を解説。また、多様なモバイル通信対応デバイスの出現や自動車関連の通信ソリューションを紹介するとともに、今後モバ
イル通信がもたらす大きな可能性と将来ビジョンについて語る。

A-2

11:15～12:0012月1日（水）

ドコモが目指すモバイル通信の未来

国際会議場コンベンションホール

聴講無料

株式会社東芝　執行役専務

森安　俊紀 氏

オープニングキーノート3

情報通信およびエネルギーネットワークの進化により、人と車と道路が繋がり、環境、安全、快適を支える新たな交通社会が実
現する。自動車と情報インフラ、エネルギーインフラをつなぐ次世代トータルシステム及びこれを支える半導体技術の動向を紹
介する。

A-3

12:15～13:0012月1日（水）

自動車と社会インフラをつなぐ
エレクトロニクスと半導体技術の動向

国際会議場コンベンションホール

聴講無料 オープニングキーノート4A-4

13:15～14:0012月1日（水） 国際会議場コンベンションホール

聴講無料

特 別 講 演B-1

10:00～10:4512月2日（木）

車社会の現状と今後の展望
　　　　　　 ～ITとエコで活路を見いだす～

国際会議場コンベンションホール

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

総務省 総合通信基盤局 電波部 課長補佐
竹村　崇裕 氏

基調講演・行政関連カンファレンス

ITSにおける情報通信技術の役割はますます重要になってきており、路車間通信・車車間通信を用いた安全運転支援システム実現が期待されていま
す。総務省では、700MHz帯の周波数を用いた車車間通信等を実用化への実証実験等を実施、研究会を開催し利用イメージの明確化や無線システ
ムに求められる機能と要求条件等の検討を行ってきました。これまでの総務省の取組と今後の展望について紹介します。

C-1

10:00～10:4512月3日（金）

電波メディアを用いた ITS 高度化への取組み

国際会議場コンベンションホール

聴講無料聴講無料

10:00

～

10:45 慶應義塾大学大学院 政策メディア研究科 特別招聘教授
夏野　剛 氏
現在自動車業界では、EV/PHVを始めとした次世代自動車の普及が急速に進んでいる。政府でも次世代自動車戦略2010
において、様々な戦略策定を開始し、新たな競争時代の幕開けに対応すべく動き出している。
本講演では、現在の自動車業界における動向と課題を、IT業界と比較検討しながら抽出し、今後のクルマ社会での活路を
見いだす。

特 別 講 演

特別講演・基調講演・行政関連カンファレンス特別講演・基調講演・行政関連カンファレンス 講演、タイトル、講師は都合により変更になる場合があります。

ソフトバンクモバイル株式会社 取締役専務執行役員 兼 CTO
宮川　潤一 氏

基 調 講 演

人々のライフスタイルを大きく変革するツールとして「スマートフォン」が急速に普及してきています。また、クルマに対する価
値観の変化（EV等の環境対応型のニーズの高まり、カーシェア等の新たな利用形態）も進んでいます。この様なカーライフ
における変化の中でソフトバンクがどのようにテレマティクスの普及に応えていくのか、「スマートフォン」をキーに今後の取組
を講演致します。

B-5

14:00～14:4512月2日（木）

テレマティクスの新たな普及の鍵とは？

国際会議場コンベンションホール

通信・ITSジャーナリスト
神尾　寿 氏

基調講演

インターネットの世界が急速に「モバイル化」している。Apple、Google、Microsoftなど米国IT企業すべてがターゲットを「モ
バイル」に絞り、クルマや交通サービス全般が、この"インターネットのモバイル化"の影響を受けることになる。クルマ/交通
ビジネスとインターネットの進化は、今後どのように関わるのか。自動車ビジネスとITビジネスの両分野を股にかける通信・
ITSジャーナリストの神尾 寿が2010年代のスマートモビリティについて話す。

C-5

14:00～14:4512月3日（金）

モバイルITの進化で変わる
2010年代のスマートモビリティ

国際会議場コンベンションホール

14:00

～

14:45

本田技研工業株式会社 インターナビ事業室 室長
今井　武 氏

基 調 講 演

低炭素社会実現に向けて、地球温暖化対策は最重要課題と考える。政府IT戦略本部も移動のグリーン化や安全運転支
援技術の実現に向け、タスクフォースを設置。ホンダは、VICS情報を補完しより最適な経路誘導をするため他社に先駆けて
実用化したフローティングカー情報（プローブ）が、これらの課題を高効率に解決する手段として、ファクトとして実証してきて
おりその内容を解説する。

B-3

12:00～12:4512月2日（木）

先進テレマティクスによる、
グリーンITS・安全運転支援への取り組み

国際会議場コンベンションホール

株式会社ナビタイムジャパン 代表取締役社長
大西　啓介 氏

基調講演

近年、ナビゲーションサービス市場はプラットフォームの多様化、またデータ通信の高速化などによって、人々の関心は急速
に広まっています。ナビタイムジャパンは2000年3月 設立以来「ナビゲーションエンジンで世界のデファクトスタンダードを目
指す」という志の元、ユーザーの様々なニーズに対応しながら成長してまいりました。本講演では、ナビタイムジャパンの技術
や、今後の展望についてお話させていただきます。

C-3

12:00～12:4512月3日（金）

ナビタイムの通信カーナビ戦略

国際会議場コンベンションホール

12:00

～

12:45

日産自動車株式会社
電子技術開発本部 IT&ITS開発部 エキスパートリーダー
二見　徹 氏

基 調 講 演

EVは地球温暖化対策のための単なるモビリティーの置き換えではなく、巨大な蓄電池産業や充電機ネットワークなど新たな産業
を生み出す。また、EVと24時間接続されるデータセンターは、ハードの製造・販売にとどまっていたクルマビジネスをクラウド・ビジ
ネスの世界まで押し広げる。2010年12月に日米で同時発売される日産「リーフ」を基点に、今後展開されていくEVの技術革新と
新たな産業の可能性を探っていく。 

B-4

13:00～13:4512月2日（木）

電気自動車の時代～EVが創り出す未来～

国際会議場コンベンションホール

パーク２４株式会社
業務推進本部 パーキング総合研究所 所長
青木　新二郎 氏

基調講演

パーク２４グループにおいては、駐車場満空車情報をはじめとして、各種の情報通信サービスを行っている。また、近年は、
カーシェアリング、ＥＴＣサービス、パーク＆ライドサービスなど、従来の駐車場に閉じない形での新しい連携サービスを模索し
ている。今回は、昨年に引き続き、パーク２４グループの取り組みを紹介すると共に、交通の結節点としての「駐車場サービ
ス」の在り方とそこにおける情報通信の役割について検討する。

C-4

13:00～13:4512月3日（金）

パーク２４グループにおける情報通信サービスの展開
国際会議場コンベンションホール

13:00

～

13:45

KDDI株式会社 取締役執行役員常務 ソリューション事業本部長

石川　雄三 氏
自動車業界の様々な分野において、高いご評価をいただいていますＫＤＤＩモバイルソリューションの実例をご紹介するとと
もに、ＷｉＭＡＸやスマートフォンといった最新の通信技術を活用した、スマートコミュニティへの新たな取り組みについてもご
説明いたします。

基 調 講 演B-6

15:00～15:4512月2日（木）

Mobile × Smart Community
～自動車・通信・電力が切り拓く未来～

国際会議場コンベンションホール

株式会社ジェムコ日本経営 事業開発支援センター 次世代モビリティ産業チーム

事業開発ディレクター 事業開発アーキテクト
山崎　茂樹 氏 榎田　光宏 氏

基調講演

私たちは、既にパソコンやケータイで非連続な産業構造の進化を経験しています。クルマとICT
の発展により、今、まさに同様の非連続な進化が起きつつあり、２０年後の世界を見据えてこれか
らの１０年間の事業を考える必要があります。本講演では、産業構造の進化を俯瞰し、次のス
テージに求められる競争原理を考察し、ICT業界の方々に向けてビジネスチャンスを発想する視
点を提示します。私たちは、ゲームチェンジャーを目指す仮設検証型の企業を応援します。

C-6

B-1

B-5

B-3

B-4

B-6

15:00～15:4512月3日（金）

次世代モビリティで産業構造が変わる！
チャンスをビジネスに変える！

国際会議場コンベンションホール

15:00

～

15:45

経済産業省 商務情報政策局 情報政策課長
赤石　浩一 氏
ITは社会システムや生活様式を大きく変える可能性を秘めているが、我が国では電子政府をはじめとするITの利活用が十分に
進んでいないと言われている。また、米国のIT産業が新しいパラダイムに移行し、かつては世界市場を牽引したエレクトロニクス
産業も韓国・中国勢の猛追を受けているなかで日本のIT産業も発想の転換が求められている。そういったなかで日本が進むべき
道は何か。本講演では、IT産業が目指すべき構造、エレクトロニクス産業競争力強化の鍵、IT利活用を進めるための方策等につ
いて、政策の動向を紹介し、今後の議論の素材とするとともに企業戦略の一助としたい。

エレクトロニクス・IT政策の動向について

特別講演・基調講演、専門カンファレンス　聴講方法

展示会場への入場登録をお済ませの上、直接各カンファレンス会場までお越しください。
受付にて、お名刺と引き換えに整理券をお渡しします。
※先着順とさせて頂きますので、満席の場合には何卒ご容赦ください。

行政関連カンファレンス聴講方法

展示会場への入場登録をお済ませの上、直接各カンファレンス会場までお越しください。
受付にて、聴講料をお支払い頂き、お名刺と引き替えに聴講券をお渡しします。
※先着順とさせて頂きますので、満席の場合には何卒ご容赦ください。
※一度に各講演の受付ができます。

当日受付 当日受付

当日 8,000円 聴 講 無 料

カンファレンス会場へ入場する際、聴講券を係へお渡し下さい。
※会場への入場は、開場までにお並びいただいた順での入場となります。　※各講演とも完全入替制となっております。　※空席がある場合は、当日お申込み可能です。受付までお申し出ください。

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000 当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

当日 ¥8,000 当日 ¥8,000

会場：国際会議場コンベンションホール

聴 講
方 法

ATTT2010レイアウト.indd   3 10.11.26   10:58:47 AM

プレス登録いただいた方は無料で参加いただけます。
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専門カンファレンス専門カンファレンス 講演、タイトル、講師は都合により変更になる場合があります。

各分野の最先端の事例や示唆に富んだ
興味深い専門カンファレンス、
10カテゴリー・21講演を展開します！！

車 販 売 流 通

1
2
月
1
日
（
水
）

1
2
月
2
日
（
木
）

1
2
月
3
日
（
金
）

公 共 交 通 サ ー ビ ス / パ ー キ ン グ ス マ ー ト フ ォ ン

D-11 14:00～14:45

ガリバーが提案する新しいクルマの売り方、乗り方、所有の仕方
株式会社ガリバーインターナショナル
代表取締役社長
羽鳥　由宇介 氏
成熟期を迎える国内の自動車業界において、カーシェアリング（レオガリバー、
カーシェアメイト）をはじめ、車両販売において「iPad」の活用、FLATY、シムド
ライブへの参画、ダスキンとの提携など、ガリバーインターナショナルが次々に
展開する新しい取り組みの実例を講演します。

E V ス マ ー ト グ リ ッ ド

ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 通 信 ビ ジ ネ ス E V 新 ビ ジ ネ ス

G-10 13:00～13:45

Windows Embedded Automotive がもたらす新しい価値
マイクロソフト株式会社　OEM統轄本部
OEMエンベデッド本部　シニアマーケティングマネージャ

松岡　正人 氏
日本ではWindows Automotiveとしてカーナビゲーションシステムのプラットフォーム、欧米では
Microsoft Auto としてFord Sync、Fiat Blue & Meなどで採用されてきた車載機向けOS製品がマル
チコアなどの最新のハードウェア環境に対応するために統合・進化します。本セッションでは、Windows 
Embedded Automotiveはいままでと何が変わったのか、技術面、機能面からご紹介し、今後どのよう
な方向性を持って開発を進めていこうとしているのか将来のビジョンも併せてご紹介します。

展示会場内カンファレンス会場 A

I T S カ ー シ ェ ア リ ン グ

コ ン テ ン ツ

展示会場内カンファレンス会場 A E-11 14:00～14:45

Suica電子マネーの特徴と現状
東日本旅客鉄道株式会社　IT・Suica事業本部
電子マネー事業部　部長

2001年11月にICカード乗車券としてサービスを開始したSuicaは、2004年3月
から電子マネーとしてのサービスも開始した。サービス開始から今日に至るま
で、利用可能店舗の拡大や他交通事業者のICカードとの相互利用により全
国に広がりをみせ、社会インフラとなりつつある。本講演では、Suica電子マ
ネーを中心にこれまでの展開やサービス等について事例を交えて紹介する。

2008年5月に福岡県を中心にサービスを開始した西鉄ICカード「nimoca」。当初
目標を大きく上回り、2010年10月時点で約120万人のお客さまにご利用いただい
ている。IC乗車券、電子マネーに加え、交通・商業の「共通ポイント」の展開で”生
活に密着した地域カード”を通して公共交通の利用促進と地域の活性化をはか
る。福岡で西鉄はnimocaで何をしようとしているのか、その取り組みを紹介する。

野木　肇雄 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

J-11 14:00～14:45

通信利用運転支援システム開発＆実用化の最新動向
日産自動車株式会社　電子技術開発本部
IT＆ITS開発部 エキスパートリーダー

日本ではすでに一般道、高速道路とも、世界的に類を見ない路側と車載機処
理＆判断が協調した通信利用運転支援システムの実用化が始まっている。ま
た、車車間通信に加え、歩行者・自転車事故防止のための通信利用システム
の開発なども行われている。　ここでは、今後の日本のITS技術開発・実用化
推進の方向性について述べるとともに、欧米の最新動向について紹介する。

福島　正夫 氏

展示会場内カンファレンス会場 A

L-12 13:00～13:45

安全・環境に資する走行支援サービス実現のための道路情報整備と流通に向けて
特定非営利活動法人 ITS Japan
次世代デジタル道路情報委員会 委員長

安全・環境といった道路交通に係わる諸課題を解決するための手段として走行支援
サービスの実用化が急がれている。ITS Japan 次世代デジタル道路情報委員会では、
走行支援サービスを具体化するために必要となる道路情報の整備とその流通について
の提言をまとめ、その実現に向け、関係者との議論を進めている。今回は、委員会の活
動状況を報告すると共に、官民連携による道路情報の提供・利用の仕組みを提案する。

浜田　隆彦 氏

展示会場内カンファレンス会場 C

L-11 14:00～14:45

インクリメントＰが変える地図・コンテンツの新ビジネスモデル
インクリメントP株式会社
代表取締役社長

劇的に変化しつつあるデジタル地図・コンテンツサービスの潮流の中、通信との融合が加速す
る次世代のカーナビゲーションを支える企業として、より求められるスピードとクオリティの向上
を維持しながらも、業界のニーズに応えて行くための構造の変革が必要とされています。その
様な中で、インクリメントＰが考える新しいビジネスモデルへの転換の提案と、さまざまな連携に
よる次世代ナビゲーションへの貢献を、10月1日に就任した新代表よりご説明いたします。

神宮司　巧 氏

展示会場内カンファレンス会場 C

L-10 15:00～15:45

ルートナビからお出かけデバイスに向けたコンテンツのあり方と今後の展望
キャンバスマップル株式会社
代表取締役社長

キャンバスマップル株式会社が提供するPNDアプリ「マップルナビ」。2008年6月「ユピ
テル」を始めとして「X-ROAD」「トライウイン」などのハードメーカーに採用され、市場参入
3年目にしてTV通販市場をほぼ制覇し、約20％のシェアを獲得するまでに至った、その秘
密を語るとともに、スマートフォン市場の拡大、「Google マップナビ」の出現など来るべき
カーナビの「フリー」時代に、カーナビアプリ、コンテンツの生き残るべき道を提案する。

山本　幸裕 氏

展示会場内カンファレンス会場 CJ-12 15:00～15:45

自動運転・隊列走行技術の開発
財団法人日本自動車研究所
ITS研究部 部長

2050年CO2半減に向けたITSの取り組みであるNEDOのエネルギーITS推進
事業「自動運転・隊列走行に向けた研究開発」について、最新の開発状況を
紹介する。

森田　康裕 氏

展示会場内カンファレンス会場 A

J-13 16:00～16:45

長崎EV&ITS（エビッツ）の取り組み
長崎県　産業労働部
ＥＶプロジェクト推進室　係長

長崎県では、五島列島をまず最初の対象地域として電気自動車(EV)やプラグインハイブリッ
ド車(PHV)を主に観光用のレンタカーとして実配備し、多くの一般の方々に自由に使える環境
を整えることで、EVが普及した社会をいち早く実現し、そうした社会に必要なインフラ・サービ
スなどを明らかにしようと取り組んでいます。そのためにITSの技術を観光に活用した「未来型
ドライブ観光」の実現を目指している長崎EV&ITSプロジェクトの取り組みを紹介する。

福田　三千年 氏

展示会場内カンファレンス会場 A

K-11 14:00～14:45

次世代自動車とカーシェアリング
ウインド・カー株式会社
代表取締役社長

現在、日本では二つの革新の実現を期待されています。デジャ・ヴの如く思い起こされるのは、20年前に現出した情報革命前夜
の雰囲気です。永遠に続くと思われてきた資本主義の欠陥が現れ、世界で初めて経験した日本のバブル崩壊。その時点での日
本人は失望感と共にではありますが、密かに情報革命の風を敏感に感じ、期待感に打ち震えていました。まさに明治維新の前夜
に吹いた風。しかし、この”黒船”は「インターネット」という最新の武器を備えており、日本は後塵を拝してしまいました。「空白の20
年」を世界に伝染させない為には、日本が世界を主導する新たな「クロフネ」を創造しなければいけません。さて、二つの革新とは？

須賀原　信広 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

K-12 15:00～15:45

タイムズプラスの展開について
パーク２４株式会社　事業企画本部
東日本タイムズプラス推進部長

タイムズのパーク２４が実施するカーシェアリングビジネス（タイムズプラス）と
次世代の車社会について講演する。

内津　基治 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

E-12 15:00～15:45

西鉄ICカード「nimoca（ニモカ）」 地域活性化の取り組み
西日本鉄道株式会社
ICカード事業部　課長
飯田　浩之 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

H-11 14:00～14:45

HUAWEI社のM2M分野における取り組み
華為技術日本株式会社
端末本部　営業統括部 統括部長

移動通信ネットワークは世界のほぼ全ての国に導入され、非常に良いカバレッジをサポートしてい
る。この移動通信ネットワークは自動車における安全・安心、インフォテイメント、診断、トラフィック情
報の提供などの様々なアプリケーションに利用できる可能性がある。エリクソンでは、このような
様々なアプリケーションについて、自動車メーカ、移動通信事業者などとの共同研究やフィールド試
験を通した検討を進めている。また、一部の機能の具体的実装に向けての開発を進めている。

沈　燁 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

H-12 15:00～15:45

移動通信ネットワークの自動車向け各種応用の可能性
！12月2日（木）のタイムスケジュールについては、レイアウトの都合上、時間帯が横方向に揃っていません。

講演時間のご確認をお願いします。

日本エリクソン株式会社
チーフ・テクノロジー・オフィサー（CTO）
藤岡　雅宣 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

I-12 15:00～15:45

EV普及の一役を担うカーシェアリング
オリックス自動車株式会社
レンタカー営業本部　カーシェアリング企画部　部長

JTBグループでは、観光を機軸とした地域観光まちづくりをサポートし、交流人口の増加によっ
て地域活性化を図る”地域交流ビジネス”を全社で推進している。今後、新成長戦略にもとづ
き、益々活発化する「EVを活用した環境観光まちづくり」において、「環境保全」「観光振興」
「地域貢献」の３つを重点に捉え、観光産業の立場から全体構想の策定、インフラ整備、新た
な環境観光パッケージ商品の開発等をサポートし、地域ブランドの向上に貢献していきたい。

高山　光正 氏

展示会場内カンファレンス会場 C

I-13 16:00～16:45

次世代の環境観光パッケージ構築と持続可能な地域活性化サポート事業
株式会社JTB法人東京　マーケティング部
営業推進部長（公務・地域交流事業担当）
綿石　隆人 氏

展示会場内カンファレンス会場 C

E-13 16:00～16:45

車と鉄道の連携について（交通ICパーク＆ライド）
パーク２４株式会社
業務推進本部　技術開発室　室長

SuicaやICOCAなど、IC鉄道乗車券（交通ICカード）を媒介としたパーク＆ラ
イドサービスについて紹介する。2008年にスタートした本サービスは、各鉄道
事業者との連携が広がり、14社70カ所を超える駐車場「タイムズ」で、のべ30
万利用を超えた。多い日で１日1000人が利用する手軽なサービスに育った背
景を推察し、今後のサービス発展の可能性などを示す。

無線通信技術が、如何に通信業界以外の方々でも簡単に利用させるために、
Huawei社は様々なM2M（Machine to Machine）ソリューションを提供してま
いりました。Huawei社の製品紹介と共に、製品を利用した簡易ソリューション
を実演し、非通信専門の方でもM2Mソリューションを開発可能な実例を説明
させて頂きます。

岩渕　泰治 氏

展示会場内カンファレンス会場 B

F-12 15:00～15:45

スマートフォンナビ『全力案内！』と独自プローブ交通情報が拓く未来
株式会社ユビークリンク
代表取締役社長
増田　有孝 氏

展示会場内カンファレンス会場 C

F-13 16:00～16:45

特別対談 : "クルマ業界にも広がる"、Appleのエコシステム

通信・ITSジャーナリスト 神尾　寿 氏

2007年の発売以降、急速に普及するApple社の「iPhone」や
「iPad」。新たなモバイルインターネット時代を切り開き、エコシステ
ム(経済的な生態系)を拡大するAppleはクルマとの関わりも深い。
本カンファレンスではAppleウォッチャーの第一人者であるIT
ジャーナリストの林 信行と、自動車・モバイルITを股にかけて取材
する通信・ITSジャーナリストの神尾 寿が、自動車ビジネスにおける
Appleの影響力とシナジー効果について対談する。

林　信行 氏ITジャーナリスト

展示会場内カンファレンス会場 C

F-11 14:00～14:45

スマートフォン市場に向けたクアルコムの戦略
クアルコムジャパン株式会社
代表取締役会長兼社長

急速にスマートフォン市場が拡大を始めているなか、クアルコムはモデムの他、高速なCPU、アプリケーションプロ
セッサー、GPSなどを搭載したSnapdragonチップセットを市場にいち早く投入する事でスマートフォン市場をサ
ポートしている。これらチップセットは、Android、Windows Phone、クアルコムが開発したBrew Mobile Platform
など多様なオープンプラットフォームに対応することで、幅広い価格帯の端末で、様々なアプリケーションを楽しむ
ことを可能とした。今後も多様な通信技術、プラットフォーム、端末に対応していくクアルコムの戦略を語る。

山田　純 氏

iPhone、Android、ＷＭスマートフォンで提供しているナビゲーションアプリ『全
力案内！』と、年間13億Kmの車両走行データから独自生成しているリアルタイ
ムプローブ交通情報の概要と戦略を語る。さらに、トヨタ自動車のスマートグ
リッド実験に提供しているディスプレイ連携アプリや、12月1日（予定）から開始
するカーメーカーとのスマートフォン連携サービスなどの取り組みも紹介する。

EVの普及を目指す際、必要不可欠な要素が“充電設備の充実”であるが、これに加
え、EVの特徴を生かした交通システムを作り上げることが、普及のための大きなカギと
なる。自動車の利用方法についても、これまでのように個々のパーソナルな移動手段
としての利便性にのみ着目するのではなく、社会との関わり合いが重要視され、交通シ
ステムとしてのカーシェアリングが注目されている。その将来動向について紹介する。

展示会場内カンファレンス会場 C

D-12 15:00～15:45

ICTを活用した充電インフラシステムサービス「smart oasis」
日本ユニシス株式会社
エネルギー事業部　営業３部　部長
竹田　幸博 氏
EV・PHVの普及した新たなエネルギー社会を睨み、日本ユニシスが取組んで
きた、ICTを活用した充電インフラシステムサービス「smart oasis」の企画・開
発と、青森県、大阪府などでの社会実験の事例、および今後の展開計画につ
いてご紹介させていただきます。

展示会場内カンファレンス会場 A
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